















































































































































































































曲名／譜例 演唱者／生年月日 採集者／採集日 採譜者／採譜日
1．子守唄
［譜例1］
野見山千歳／M．44。10．19 大屋省子／1993．9．17 大屋　省子／1993．9．17
2．子守唄
［譜例2］
金友くにえ／T．3．1．7
　　（他9名）
〃　　／1993，9．28 〃　　／1993．10．18
3．守子唄
［譜例3］
相緒カナエ／T．4．10．16
　　（他3名）
〃　　／1993．8．26 〃　　／1993．10．18
4．守子唄
［譜例4］
三浦ウメノ／M．32。4．20 中島　忠雄／1980．1．18 〃　　／1995．10．25
5．数えうた
［譜例5］
坂ロモモエ／T．3．4．1 大屋省子／1993．9．2 〃　　／1994。1．3
6．手まりうた
［譜例6］
中山ミサ子／T。2．12．2 〃　　／1993．8，26 〃　　／1993．10．25
7．手まりうた
［譜例71
井立ハッエ／T．4．7．12 〃　　／1993．8．26 〃　　／1993．12．22
8，お手玉うた
［譜例8］
相緒カナエ／T．4．10．16 〃　　／1993．8．26 〃　　／1993．12．22
9，お手玉うた
［譜例9］
森田　百代／S．11．6．11 〃　　／1993、8．23 〃　　／1993．12．31
10．鬼決めうた
［譜例！0］
井立ハッエ／T．4．7，12 〃　　／1993．8．26 〃　　／1993．12．22
11．絵かきうた
譜例1／・絵1］
生田カッミ／T．！3．8．15 〃　　／1993．8．26 〃　　／1993．12．21
12．絵かきうた
譜例12・絵2］
坂ロモモエ／T．3．4．1 〃　　／1993，8．23 〃　　／1993．12．31
13，絵かきうた
　［絵3］
坂ロモモエ／T．3．4．1 〃　　／1993．8．23 〃　　／1993．12．31
14．絵かきうた
　［絵4］
生田カッミ／T．13．8．15 〃　　／1993．8．26 〃　　／1993．12．21
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譜例2］江戸の子守唄
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☆コンサート記録表
45
コンサート日 場　所　／　主　催 聴　衆　／　人　数
平成5年7月27日 田川郡赤池町上野保育園／上野保育園父母会
0～1歳／20，
～4歳／30，
員と親／20
平成5年11月3日
嘉穂郡・いおりホール（収容人数100名）
子ども文化協同研究所
0～8歳児とその親／50組
平成6年1月23日
鞍手郡・ドリームホープ（収容人数150名）
宮田・若宮子ども劇場
3～8歳児とその親／50組
平成6年7月13日
飯塚市・経費老人ホーム第1いずみ宛
大屋省子
60歳～80歳／30，
設職員／7
平成6年8月21日
飯塚市・特別養護老人ホーム第2いずみ宛
大屋省子
60歳～90歳／80，
設職員／15
平成6年12月3日 嘉穂郡稲築町公民館／稲築町文化連合会 町民一般／200
平成6年12月19日
飯塚市・特別介護老人福祉施設「ベターライ
・ノア21」／同上
60歳～85歳／30，
設職員／20
平成7年4月8日 鞍手郡宮田町極楽寺／極楽寺婦人会 50歳～80歳／100
平成7年6月29日
飯塚市・九州寿会館／福岡県退職者教職員協
嘉飯山支部
退職者／1。。
平成7年7月11日
嘉穂郡嘉穂町公民館／嘉穂町教育委員会社会
育課
60歳～92歳／80
平成7年11月24日 山田市民センター／山田市教育委員会
3～6歳／200，
民一般／50
